
 

 

紀紀行行文文ででたたどどるる大大山山道道 

大山道（矢倉沢往還）は、江戸の赤坂御門を起点として、渋谷～三軒茶屋～用賀を経て、二子の渡

しから多摩川を渡り、足柄峠手前の矢倉沢関所に至る街道です。江戸時代中期には、江戸庶民の大山

詣りの道としてにぎわいました。玉川地域には、二子の渡しのほか、道標や当時から旅人に親しまれてき

た寺社が点在しています。 

大山道を歩きながら、玉川地域の歴史やその周辺地域の暮らしとの関わりを学びます。 

 

     ＊両日ともに３㎞程度歩きます。歩きやすい服装でご参加ください。 

 

 

対  象 区内在住・在勤・在学で両日参加できる方 

定  員 ２０人（応募者多数の場合は抽選となります） 

参加費 保険料１００円（初回に集めます） 

申込み 「せたがやコール」 （１月２５日～２月８日） 

 

                                            ＜大山道児童遊園 旅人の像＞ 

 

 

 

 

主催：玉川総合支所地域振興課生涯学習・施設 

 日  時 ・ 会  場 内  容 ・ 講  師 

１ 

令和４年 ３月 ２日（水） 

午後１時３０分～４時３０分 

郷土資料館 集合 

散策 郷土資料館～用賀 
（雨天の場合は郷土資料館で講義となります） 

郷土資料館 学芸員  角和 裕子 

２ 

令和４年 ３月 ９日（水） 

午後１時３０分～４時３０分 

用賀まちづくりセンター 集合 

散策 用賀～二子玉川 
（雨天の場合は用賀まちづくりセンターで講義となります） 

郷土資料館 学芸員  角和 裕子 


